




























要約:静岡県において、平成 5 年 9 月より子どもの事故防止のための啓発・教育活動を行

っている。これらのキャンペーンに対する保護者の考えや反応を知る目的で郵便による調

査を実施した。今回の調査結果によると、大部分の保護者は子どもの死亡原因として事故

死が多いことを知っていた。また、配布されたパンフレットを 96.4%の人が読み、以後 96.9%

の保護者が子どもの事故防止になお一層心掛けるようになっていた。特に心掛けた事故対

策としては誤飲、やけど、窒息、溺水事故などであった。今回の調査から、パンフレット

の配布など子どもの事故防止対策は保護者より高い支持を得ていた。


